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2月1日現在

人　口 7，308（一1）

男 3，626（±0）

女 3，682（一1）

世帯数 1，671（＋2）
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すっぽりと雪にうもれた民家（下山部落）

災
害
救
助
法
適
用

　
　
　
　
　
　
　
村
内
の
四
十
世
帯
に

　
　
土
倉
で
積
雪
四
七
〇
㎝
を
記
録

　
“
比
較
的
小
雪
”
と
予
想
さ
れ
て

い
た
今
年
の
冬
で
あ
っ
た
が
、
い
ざ

蓋
を
あ
け
て
み
る
と
、
そ
れ
こ
そ
”

て
ん
じ
ょ
く
が
や
ぶ
け
た
み
て
”
の

降
り
よ
う
で
、
あ
っ
ち
で
も
こ
っ
ち

で
も
除
雪
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
い
る

忙
し
い
情
景
が
み
ら
れ
る
。

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
二
月
八
日
ま

で
の
三
十
九
日
間
に
、
一
日
中
晴
れ

て
い
た
日
が
わ
ず
か
六
日
間
だ
け
。

昭
和
三
十
八
年
以
来
の
豪
雪
と
い
わ

れ
た
昨
年
の
同
時
期
（
二
月
八
日
）

の
積
雪
と
今
年
の
積
雪
を
比
較
し
て

み
る
と
、
昨
年
の
二
〇
〇
伽
に
対
し

今
年
は
三
二
七
㎝
に
も
達
し
て
い
る
。

（
別
表
ほ
宮
中
え
ん
て
い
の
調
査
に

ょ
る
）
一
方
、
土
倉
部
落
で
は
六
日

に
積
雪
四
七
〇
㎝
を
記
録
し
た
。

こ
の
豪
雪
を
裏
ず
け
る
事
実
と
し
て

は
、
平
場
で
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
回

数が

平
均
六
～
七
回
で
あ
る
の
に
対
し

て
土
倉
部
落
で
は
す
で
に
十
二
回
も

雪
お
ろ
し
を
し
た
家
も
あ
る
ほ
ど
で
、

雪
に
ょ
る
直
接
的
被
害
は
今
の
と
こ

ろ
な
い
も
の
の
、
雪
ほ
り
に
．
要
す
る

労
力
や
経
費
な
ど
、
目
に
見
え
な
い

被
害
は
相
当
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
二
月
二
日

午
後
四
時
か
ら
十
．
日
ま
で
の
間
、

中
竪
村
に
対
し
て
、
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
。

こ
の
救
助
法
は
、
村
内
全
域
に
わ
た

る
四
十
世
帯
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る

昭和51年、52年の降積雪比較表
　　　　　　　　　　　　（宮中えんてい調）単位㎝

　　　　調査肺日

年、爾鱈の別
1月10日 1月20日 1月30日 2月1日 2月5日 2月8日

51年
降雪 25 80 16 0 0 18

積雪 60 180 225 215 185 2〔）0

52年
降雪 0 45 40 27 30 10

積雪 145 198 250 250 319 327

も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
対
象
と
な

っ
た
四
十
世
帯
の
障
害
物
（
雪
）
の

除
去
に
つ
い
て
、
村
が
人
夫
を
世
話

し
、
そ
の
費
用
を
国
で
負
担
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
そ
の
費
用
は
お
よ
そ

七
十
二
万
円
程
に
の
ぼ
る
も
の
と
み

・
り
れ
て
い
る
。

　
村
内
の
積
雪
も
地
域
に
ょ
っ
て
差

は
あ
る
も
の
の
、
今
後
の
降
り
方
に

よ
っ
て
は
史
上
有
数
の
豪
雪
年
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
尚
、
中
魚
沼
地
方
の
積
雪
記
録
と

し
て
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

◎
昭
和
19
～
．
2
0
年
（
四
二
五
㎝
）

◎
昭
和
12

～
13
年
（
三
八
一
㎝
）

◎
昭
和
8
～
9
年
（
三
八
○
㎝
）

◎
昭
和
1
0
～
n
年
（
三
七
三
㎝
）

◎
大
正
1
5
～
昭
和
2
年

　
　
　
　
　
　
　
（
三
六
六
㎝
）

中
里
村
奨
学
資
金

　
　
　
　
　
　
　
　
希
望
申
し
込
み
の
方

　
中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で
は
、

昭
和
五
十
二
年
四
月
か
ら
の
村
育
英

資
金
貸
与
希
望
申
し
込
み
を
次
の
要

領
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

①
申
し
込
み
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
又
は

こ
れ
と
同
等
以
L
の
資
格
を
有
す
る

者
で
、
大
学
入
学
を
希
望
し
て
い
る

人
、
又
は
現
在
大
学
在
学
中
の
人
。

②
貸
与
予
定
八
数
　
　
　
五
名
以
内

②
申
し
込
み
方
法

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添

え
て
三
月
十
五
日
ま
で
に
村
育
英
事

業
委
員
会
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

㊦
資
金
貸
与
願
　
　
　
　
　
（
二
通
）

、
口
身
分
証
明
書
　
　
　
　
　
（
一
通
）

ハ
健
康
診
断
書
　
　
　
　
　
（
一
通
）

　
な
お
、
詳
し
い
事
は
教
育
委
員
会

事
務
局
に
お
た
ず
ね
、
ト
さ
い
。
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家
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え
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に
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と
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て
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と
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て
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
井
石
禅
）

なとら保トのあしじでが定従い見たにと年て引増国で人加さのす付額事　’の険万人るかをも　’がつう合　つついのき　き　を民すな入れみが加保現
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